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１ ）子どもへの曰本語教育実践には 「まなざし」 の観点からの議論と実践が欠かせな
い。 特に、 実践者が子どもをまなざす、 その 「まなざし」 を議論すべきである。 
２ ）そのためには、 まなざす 「主体」 を固定化せず、 実践者自らが自己を客体化する経験
を持つ必要がある。 
３ ）「まなざし」 論によって実践者に内在する 「まなざし」を相対化していくことが、日
本語教育全体で検討されるべき課題である。 
この主張は、子どものための日本語教育を越えて、まさに、日本語教育全体として受け
止めなければならないものであろう。
戦後の日本語教育の課題については前述の通りだが、ことばを学ぶ者、とくに子どもに
とっては、本来、「なぜ学ぶか」という自己意識が重要であるだろう。
この分野では、言語習得という現実的な要請があまりに強く、正解をめざした学習が大
手を振ってまかり通ってきたため、こうした発想はなかなか生まれなかった。
言語教育では人間と言語を切り離して、言語の習得のみを対象としてきた結果、あまり
に技術的な方法論だけが世界を覆ってしまい、他のものが何も見えなくなってしまった。
子どものための日本語教育は、その固い殻を打ち破るきっかけとして、1990年代あたり
から現れたということなのかもしれない。というよりも、子どものための教育をきっかけ
として、日本語教育自体が大きく揺さぶられているという方が適切だろう。
だからこそ、「なぜ学ぶか」を考えるためには、既定の項目を習得することにとどまら
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ない、いわば「正解のない課題について考える姿勢」が必要になるのではなかろうか。そ
れは、子ども自身にとって、あるいは実践する教師にとって、自己の相対化であるととも
に、他者と共に生きることであり、そして、そのことによって、社会をつくるための学び
に至るということを意味している。
このことにより、教育のテーマとして、どのような個人を育成するのかということが課
題であったのと同時に、どのような社会をつくるのかということもまた教育の課題である
意味がようやく見えてくることになる。
このような視座に立ったとき、「まなざし」論にもとづく研究成果は、具体的にどのよ
うな展開を見せるのだろうか。本書での第２部の実践編に当たる箇所においても、同じ手
法で分析がなされているが、具体的にどのような実践なのかという活動の姿がまだ見えに
くい。筆者自身の試行錯誤の実践のなかで、「まなざし」論を一筋の光として、まっすぐ
に進まれることを期待したい。
 （ほそかわ　ひでお　早稲田大学名誉教授）
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